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■ご挨拶 

3 月 19 日に開催された建築学会総会に代議員とし

て出席しましたが、新公益法人制度がスタートし、

建築学会は 2011 年 4 月より、一般社団法人に移行

するとの方針が報告されました。支部・支所と本部

の関係について、定款の改訂が検討されており、例

えば予算管理などが影響を受ける可能性があります。

国のレベルでは、事業仕分けが行われていますが、

社会の動きに対応して、学会の活動も見直す時期に

なっています。支所運営委員会におきましても、事

業の見直しを行い、一般会員の参加・出席者が少な

い現状をふまえて、平成 22 年度は、見学会を１回

とすること、講演会も総会と建築展の開催に合わせ

た２回とすることを決めました。事業の回数を減ら

しましたが、内容を充実させることで、より実りの

多い事業を企画する所存ですので、今後とも学会活

動へのご協力・ご支援の程よろしくお願い申しあげ

ます。 

日本建築学会東海支部三重支所長  花里 利一 
（三重大学大学院工学研究科 教授） 

 
■見学会の報告 

1.重要文化財諸戸邸および名勝諸戸氏庭園の保存修

理事業の見学会 

日時：2009 年 10 月 24（土）13：00～17:00 

場所：桑名市 重要文化財諸戸邸/名勝諸戸氏庭園 

主催：日本建築学会東海支部三重支所 

講師の菅原洋一氏(三重大学付属図書館教授)より、

諸戸静六の当時の暮しぶりや、地域に果たした役割、

また現在進行中の保存修復計画の内容などについて

説明が行われました。参加者は 43 名でした。 
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2.古都京都の文化財建築物の保存修復に関わる見学

会（日本建築学会東海支部補助事業） 

日時：2009 年 12 月 22 日（火）9：00～16：30 

場所：京都府京都市 

共催：日本建築学会東海支部 

知恩院集会堂では、屋根瓦の葺き替え、小屋組の

修繕状況、柱脚部の仕口ダンパの設置状況などを見

学しました。また、清水寺では、馬駐、北総門、子

安塔を見学しました。参加者は 33 名でした。 
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■講演会の報告 
1.建築展特別講演会  

仙田満氏講演会「世界を望む家－地球環境建築」

（環境建築家、放送大学教授） 

日時：2009 年 10 月 3 日（土）14:00〜16:00 

場所：三重県津市男女共同参画ｾﾝﾀｰ多目的ﾎｰﾙ 

共催：三重大学工学部建築学科 

仙田満先生をお招きし、設計理念や作品について

ご講演頂きました。質疑では、環境という言葉の定

義や既存建築物の保存・修復に対する考え方などに

ついて議論がなされました。参加者は 98 名でした。 
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2.木内修氏講演会「伝統建築の意匠と構造設計」 

（木内修建築設計事務所代表） 

日時：2009 年 12 月 15 日（火）13:00～16:00 

場所：三重大学工学部 19 番教室 

共催：三重大学工学部建築学科 

木内講師より、1.木割の研究と実践、2.規矩の研

究と軒回り規矩術の開発、3.継手・仕口の研究、4.

新・耐震化架構体の考案と実大実験による実証、5.

耐震要素別実験と限界耐力計算による検証、6.伝統

木造意匠を支える長寿命化工法、7.伊勢神宮外宮神

楽殿の意匠・構造設計、以上 7 つのテーマについて

講演がなされました。参加者は 21 名でした。 
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■支所活動に関するお問い合わせ 

事務局窓口:三重大学工学部建築学科事務室 

     （TEL:059-231-9666） 

庶務幹事:田端 千夏子(三重大学大学院工学研究科） 

E-mail: tabata@arch.mie-u.ac.jp 


